


























































































































































































































































































　あなたは，高校 3 年の夏休みに，イギリスで行われる 3 週間の短期語学研修に参加したいと考
えています。この研修は，あなたが通う高校が主催するものです。誰でも参加できるわけではなく，
選考を通る必要があります。選考は， 1 年生と 2 年生の英語の成績を中心に，高校の教員が行い
ます。参加できるのは，クラスから，一人だけです。












下線部について 2 文で語った場合は 2 回数えたため，計が協力者数の108より多いものがある。表
1 および表 2 の一番左の列は，受身文のガ格名詞句が行為を受けたか，受けていないかを示して
いる。
164










































① ピアノ教師 私 私の娘 37 20 33 0 18 0 108
② 友達 私 私の電子辞書 63 30 16 3 1 0 113
③ 友達 私 私の絵 43 51 6 0 10 0 110





⑤ ピアノ教師 私の娘 私の娘 77 19 7 0 6 2 111
⑥ 総理大臣 秘書 私の絵 13 37 51 0 1 6 108






































① ピアノ教師 私 私の娘 2 28 7 0 0 37
② 友達 私 私の電子辞書 4 37 8 9 5 63
③ 友達 私 私の絵 3 16 18 6 0 43





⑤ ピアノ教師 私の娘 私の娘 63 4 0 10 0 77
⑥ 総理大臣 秘書 私の絵 4 1 6 2 0 13





























































































































































































































（61） 私は，恋人に腕をつかまれた。 〇 可能
（62） 私は，子どもにスカートを引っぱられた。 〇 可能
（63） 私は，先生に娘をほめられた。 〇 可能
（64） 私は，総理大臣に絵をほめられた。 〇 可能
（65） 私は，先生に論文を評価された。 〇 可能
（66） #私は，医者に娘を診断された。 × 不可
（67） #私は，小説をノミネートされた。 × 不可
（68） #私は，花子に自転車を修理された。 × 不可
〇＝あり，×＝なし
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もちぬしの受身文の被害性
なるのであり，直接受身文は行為を受けた解釈を持つから中立受身になるという可能性が示唆され
た。直接受身と間接受身を含めた受身文全体の被害性の有無を受身文のガ格名詞句が行為を受けた
かどうかで論じることができるかという点は，今後の課題としたい。
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